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教育実習生の 職業的社会化 に関する エ ス ノ グラ フ ィ
ー

一
授業づ く りに 関す る 「パ ー ス ペ ク テ ィ ブ」 の 変容 を 中心 に

一

橋本啓紀 （広島大学大学院）

1 ．問題の設定

　本報告の 目的は 、 教育実習生 が教育実習を経

験す る 中で何を習得 して い る の か を、エ ス ノ グ

ラ フ ィ
ーの 方 法を用 い て 彼 らの 視点か ら明 ら

か にす る こ とに あ る。

　教職 へ の 職業的社会化 に 関する先行研 究に

おい て 、教師役割の 受容や教師役割遂行の 際に

必要 となる技能な どの 「役割 ・手段的側面」 を

問題 とする もの は少ない 。 特に、教育実習 に っ

い ては そ の 影響の 大きさが指摘され て い るが、

そ こ で どの よ うな技能や 考え方が 習得され て

い る の か に関 して 、 具体的な検討はほ とん ど加

え られ て い ない 。

　 した が っ て 、「教育実習生はどの ような経験

を し 、 ど の よ うな専門的知 識 ・役割 を身に付け

て い る の か 」と い う教育実習の過程の詳細に つ

い て は、検討の 余地が ある と思われる 。

　以上 をふ まえて 、教育実習の 具体的な状況 を

把握す る事例研究 を目指 して フ ィ
ール ド調査

を行 っ た 。 そ こ か ら 、 教育実習生 を分析す る た

めの枠組み を検討 した上で 、彼 らの 視点か ら教

育実習の 過程を解明する こ とを試み た 。

2 ．調 査の対象と方法

　 1998 年 10 月、1999 年 6 月、2000 年 6 月

の 3 回、X 大学附属 Y 中 ・高等学校 （以下、附

属 Y 校 と略記）における 「教育実習 III」 を調査

対象と して 、 参与観察 ・イ ンタ ビ ュ
ー調査を実

施 した 。
「教育実習 III」 の特徴と 、 実施 した調

査の 概要は次の通 りである 。

　 「教育実習 nI」 は、ほぼすべ て の 実習生が 2

週間の 実習期間中 、 宿舎 に入 る宿泊実習で ある

こ とが大 きな特徴であ る 。 また、附属 Y 校では、

X 大学の 教育学部の学生だけで な く、一般学部

の 学生 も受け入れ て い る 。 実習生た ちは 、 実習

教科 ご と に 分 け られ た後、4
，
5 人 か ら 10 人弱

の 実習グ ル ープ に 分かれ る 。 実習活動は すべ て

こ の グ ル
ー

プを基本単位と して 行 わ れ る。実習

教科や実習グル
ープ の 人数に よ っ て例外 はあ

るが、実習生は 2 週間の 間 に 3
，
4 回の 授業を行

う 。

　参与観察の 主 たる対象は 、 地理歴史科 （世界

史）と公民科 の 実習 グル
ー

プで あ っ た 。 そ の 実

習生 の合計は、3 回の調査で合計 34名 （教育

学部 13 名、その他の学部 21 名）であ る 。 観

察に つ い て は 、 実習生 が行 う授業は もち ろん 、

朝の ホーム ル
ーム の 観察実習、放課後の 批評会、

控 え室や宿舎で の 行動等、常に対象の 実習 グ ル

ープ と活動 を共 に する 中で 、実習生 と同 じ立場

か ら参与観察を行 っ た 。 授業の 観察に は、担当

する実習生 が作成 した指導案 を手元にお い て

臨ん だ 。 また 、 こ の 参与観察と平行 して 、実習

生 へ の イン タ ビ ュ
ー調査 （本人の 許 可を得て 録

音）も実施 し、主と して 観察され た行動 ・発言

の意図を尋ねた 。 ただ し、指導する教員には調

査上 の 制約か らイ ン タビ ュ
ーを実施 で きず、実

習生 へ の 指導は 批評会の 観察か ら把 握で き た

もの の、その意図 を確認 する こ とは で きなか っ

た 。 その ため、実習指導 に関 して は所与の もの

ど して 扱い 、実習生 がそ れ を ど う解釈 して い る

の か を記述する よ うに した 。

3 ．分析の枠組み

　以上 の よ うな形 で調査 を進め て い く中で、実

習生が最 も多 くの 時間を割い て い る の は 、 授業

を立案 する とい う教科指導 に関す る活 動で あ

る と い う こ とが わ か っ た 。 附属 Y 校の 教育実習

では、ホーム ル
ーム に実習生が所属する とい っ
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て も、 生徒 と接 するこ とは朝の ホーム ル ーム を

の ぞけば 、 ほ とんどその 機会 がな い
。 実習生た

ちは 、 授業観察や批評会以外の 時間の ほ とん ど

を 、 控え 室で 指 導案を立案 ・作成 する こ とに費

や して い た 。 また、夜問、宿舎で過ごす時問の

多 くも指導案作成 に割い て お り、夜遅 くま で そ

れ に取 り組む姿が観察され た 。

　 したが っ て 、こ こ で は フ ィ
ー

ル ドにお け る観

察 ・分析の 焦点 と して、実習生が実習活動、特

に授業を実際 に立案 し、行 っ て い く中で形成 し

て い る 「パ ース ペ クテ ィ ブ 」（perspective）の 特

質に 着 目す る こ とに した 。
「パ ース ペ ク テ ィ

ブ 」 とは、Becker ら（1961）に よれば 「共通の

問題状況 に直面 した集団が、その 問題をめ ぐっ

て相互作用 をな す中で創 出 して い く行動 と思

考の 様式 」 で ある 。

　 実習生 たち も 、 実際に授業を自ら立案 して 行

わ なけれ ばな らな い と い う 「共通 の問題状況 」

に直面 し、 それ を乗 りきるため に様 々な 「相互

作用J を交わ して い く。 とすれ ば 、
こ の Becker

らの 枠組み をも とに 、実習生の 「集団パ ー
ス ペ

ク テ ィ ブ 」 （group 　perspectives）を明 ら か に す

る こ とで、彼 らが 実習の 中で何 を習得 して い る

の を解明で き る と思わ れ る 。

　そ こ で 本調査の 初期段階にお い て は、フ ィ
ー

ル ドノ ー
ツ をも とに 、次の 二 点を観察 ・分析の

枠 組み として 設定 した 。 第
一

に、実習生 が考え

る課題意識の 変化に注意 を払い な が ら、教科指

導に関 して何 を 「共通の 問題状況」 として彼 ら

が定義 して い るの か に着 目 した 。 第二 に、実習

に おける様々な相互作用の 中で、教科指 導に関

して どの ような こ とが実習生 に示唆 され て い

る の かに注意 を払い 、彼 らが それ をどの ように

解釈 して い くの か に着 目した 。

4 ．調査の 結果 ：教育実習生 と 「教材研究 」

　実習生 が 当初に 自覚 して い た教育実習 にお

け る課題の 内容は様々で あ っ た 。 しか し、多様

な課題意識はあくまで実習生たちの 想定に す

ぎない 。 それ らは実習を行 っ て い く中で 、先に

記 した ように実習の ほ とん どの 時間が指 導案

の 立案 ・作成に割かれるこ とか ら、 授業づ くり

に関する活動に集約 されて い くよ うで あ っ た 。

　 特に 実習生 へ の イ ン タ ビ ュ
ーや実習活動中

に お け る発言で繰 り返 し見 出され る の が 、
「教

材研究」 とい う言葉で あ っ た。 た とえば、「『教

材研究』 が不十分で した」や、「『教材研究』 の

時間が も っ と欲 しい 」 などがそ れ にあた る 。批

評会 をは じめ とする教育実習の フ ォ
ー

マ ル な

活動だけでな く、実習生どうしの 雑談の 中で も、

しば しばその 言葉が用 い られて い た 。 こ こ で 言

う 「教材研究 」 とは 、授業の ため の 指導案を作

成 する過程で 行われ る、該 当する単元内容に つ

い て の学習、資料 ・板書計画 の作成、授業の展

開の構想 をは・じめ とする
一連の 学習活動の こ

とを意味 して い る 。

　 こ の ため 、 附属 Y 校 の 教育実習生 が形成 する

「集団パ ー
ス ペ クテ ィ ブ」 は 、「教材研究」 を

「共通の 問題状況 」と見な すもの で はな い だ ろ

うか とい う仮説的知見を導 い た 。

　もちろん、「教材研究」 の 重 要性は、実習生

に 対す るオ リ エ ン テ
ーシ ョ ン で も強調されて

い る 。 しか し、具体的なレ ベ ル で そ れに どう取

り組めぱ よい か と い う こ とは、ほ とん ど指導さ

れ ない 。 したが っ て、実習生た ちは、大学の 講

義や高校 まで の 授業経験な どをも とに、各 々 の

行い 方で 「教材研究」 に取 り組み 始めて い た。

　その 「教材研究」 の 行 い 方が評価 され る場が、

実際 に授業を行 っ た後 の批評会で ある 。 そこ で

は、授業 に対するコ メ ン トを通 じて 、様々 な 「教

材研究 」 に対する考え方が示唆 される 。 特に、

指導する教員の コ メ ン トは、表現が抽象的な も

の で あれ、実習生 に と っ て 大きな意味を持っ よ

うで あ っ た 。

　教育実習の 過程は、こ の ような中で 指導する

教員をは じめ とする周囲の 「教材研究」 に 関す

る考え方 を集約 して 、 当初に抱い て い た授業づ

くりに 関する 「パ ー
ス ペ クテ ィ ブ 」 を変容させ

て い く過程で ある と思われ る 。
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